
平成元年度臨時総会：大阪で開催さる
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1．総会

平成元年度日本工学アカデミー臨時総会は、大阪

市西区立売堀２丁目１番２号の建設交流館６階603

号室に於いて平成元年１０月１２日（木）１４：００から

開催された。臨時総会は本アカデミー創立の昭和

62年度は大阪で、昨63年度は京都で開催されたが、

第３回目にあたる今回は、再び大阪で開催されるこ

とになったものである。

総会は、定刻１４：００、武田専務理事の進行によ

り、まず、向坊会長の「本日の出席の正会員は３２

名、委任状を寄せられた正会員は３２６名となり、計

358名で、会則5-17）に示される１０分の１以上の定

数を満たしておりますので、臨時総会は成立いたし

ました｡」との開会宣言により、会則5-16）に基づ

き、会長が議長となり、審議に入った。

提案事項は、先に全会員に提示された次の２項で、

何れも堀総務担当理事の提案説明があって審議され

た。

提案議題は、

（１）会則の改正について

（２）役員の選任について

であり、(1)については、地域別、専門別等の均衡を

保つためと、主として役員の３交替制を実施するた

めに必要となるとの説明があり満場一致で了承され

た。次に付帯事項として、会則の変更には直接関係

しないが、内規を定めることで「80歳以上の会員は

会費を免除することが出来る」ことにしたいと提案

説明があり、了承された。(2)については、九大名誉

教授、九州産業大学工学部長・山内豊聴会員を理事

に選任することが同じく満場一致で了承された。

以上、臨時総会に提案された、二つの議題は全て

承認され、最後に議長より出席会員に対し、感謝の

挨拶があり、閉会宣言がなされ無事終了した。
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2．各委員会、専門部会からの活動状況報告

臨時総会に引き続き、予定通り、堀総務担当理事

の司会により報告会を行なった。

各委員会の報告は、先ず堀理事より、簡単な総括

的報告があり、会員選考委員会については中川副会

長、米田理事から会員増強計画、会員年齢層の問題、

推薦方法、談話サロン等について、国際委員会関係

は植之原理事より、これからの国際シンポジウム等

の計画、広報委員会関係については杉本副会長より

ニュース、インフォメーションの発行について特に

談話サロンならびに講演会などは内容全文を印刷配

布することにしたいと、報告された。

専門部会については、材料専門部会は、三枝副部
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会長より、材料部会の国際シンポジウムその他、情

報専門部会については平山副会長から同じくシンポ

ジウム、また、範囲外かも知れないが産学協同の調

査を行う等報告された。なお、政策委員会およびバ

イオ専門部会については堀理事が代わって紹介した。

最後に向坊会長より、この機会に皆さんの御意見

を伺いたいと発言があり、自らは最近の我がアカデ

ミーに対する海外の認識が高まって交流を求められ

ている、結構な話だが金の掛かる話なので今後、対

策を考えねばならないだろうと述べた。また大饗会

員、岩佐理事等からそれぞれ意見が述べられた。

3．特別講演

特別講演は１６：００予定どおり、講師財団法人国

際高等研究所専務理事河野卓男氏を迎え、司会

小堀理事の講師紹介があり講演に移った。

演題は：「関西文化学術研究都市づくりの生い立

ちと将来像」

要旨は次の通り：

先ず、最初に「今日は小堀先生のお招きで、皆様

にお話をさせて頂くわけですが、学者ばかりの皆様

の前なので、私もいささか緊張いたしております。
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そこで“生い立ち”とか“将来像”とかありますが、

それよりぶち明けた裏話－それも面白可笑しく、今

まで辿りついたことを眺め、皆様に御披露して御理

解を賜ること、見えない魂を掴んで頂けるのではな

いかと思い、その様な話をさせて頂けたら有り難い

と思います」と挨拶があった。

現在、関西地域では、本演題の研究都市のほか関

西国際空港、ポートアイランド、テクノポート等幾

つかのナショナル・プロジニクトあるいはそれに近

いプロジェクトが進められているが、本題の関西文

化学術研究都市はその最大の一つで京阪奈丘陵祝園

火薬庫約150万坪の地域にわたる膨大な建設計画で

ある。

この計画の発案者の一人であり、火つげ役で･もあ

る氏の話は、そもそもの発想からナショナル．プロ

ジェクトとして承認されるまでの苦心談であり、裏

話であり、極めて面白く含蓄のある示唆に富んだ話

で、紙面と文章力の不足からお伝え出来ないのが残

念である。

そのうちの一二を紹介すると、

話の源は、学園紛争の時代に逆上り、当時、京都

大学は全共闘の牙城になり、行政は革新派で占めら

れていた。その学園紛争の衝にあたられたのが奥田

総長であり、その後、若干の経緯があって51年にそ

の奥田総長からのお話がもとでこの計画がはじまっ

た。

この大きな計画を推進するには何といっても先ず

第一に地域の人の理解が無ければならない。然し、

京都、大阪、神戸、奈良にはそれぞれちがった歴史

と伝統がある。京都の人は、「長い間の意識の中に、

文化、芸術、学問を三種の神器として崇める。経済

は二の次にする。経済を口にするのははしたないと

する気風がある｡」大阪の人は経済力がある等。そ

こで出てきたのが日本固有文化軸論で、近畿は横の

生産軸と縦の文化軸からなりその交点が京都である

との説である。

また、用地はどうするかの問題には、幸い京都の

革新知事の姥川虎三さんのお蔭で京阪奈丘陵の広大

な地域が開墾されずに残されていた。「トラさん死

んで皮を残した、それも良い皮残してくれた｣。こ

れは万博にも非協力で、財閥の事業には常に反対し

た雌川さんが京阪奈丘陵の民間デベロッパーを押さ

え付けてしまった結果で、おかげで単なるベッドタ

ウンに成らなかった。そして関西の活力源、文化の

一つの峰をつくる契機を与えてくれた。

この計画はまた、昭和62年に議員立法により、ナ
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ショナル・プロジェクトとして正式に採り上げられ

たが、それに至るまでの政官界への働きかけの挿話

も興味あふれるものであった。関西国際空港の推進

の手伝いをして、そのかわり協力を得たり、三木、

福田、大平と著名な政治家の登場があったり、計画

の理論付けに苦心した話、ついに中曽根総理の一声

により実現するに至った経緯はそのエネルギー、タ

イミングの良さ等々聞く人を熊動させた。

懇親会

特別講演の終了後、懇親会は同館７階の702室で

開催された。小堀理事の開会の挨拶、中川副会長の

挨拶の後、池島会員の乾杯の音頭により始まり、盛

会裡に岩佐理事の閉会の辞で幕を閉じた。

（文責事務局）

第１４回談話サロン「経団連の人材育成提言について」
平成元年９月１３日、於弘済会館
住友ビジネスコンサルティング綜

会長西村功

経団連では本年６月末に、異例とも思われる人材

育成問題に関する提言をまとめ、大きな反響を呼ん

だ。ハイテク技術、情報化の進展する中で、人材需

給のミスマッチが顕在化し、大学教育のあり方、人

材育成に関する産業界のいら立ちを反映して、直裁

な提言が示されている。その過程では900社を越え

る企業へのアンケート結果が基礎となっている。

折しも、工学アカデミーでは工学教育委員会が発

足し、日本学術会議との連携の下に諸問題を討議し、

提言をまとめる方向にあることでもあり、第14回談

話サロンに経団連提言のまとめを行われた、経団連

理材部、経済構造調整委員会西村委員長をお招きし

てお話を伺った。

経団連提言の要旨はすでに広く謄炎されている所

であるが、演者の問題意識のポイントを拾ってまと

めとする。

１．総合的な人材養成策の確立一政府への提言

労働需給のミスマッチは円高不況においても

顕在化し、今後も拡大するものと思われる。政

府は長期的、定量的な予測を行い、総合的な指

針を出すべきである。アンケートでは77％がミ

スマッチありとしており、職種別のミスマッチ、

特に３５歳以下の工学系の不足が深刻化してい

る。長期需給関係の試算が必要である。また、

先端技術の教育にも問題があり、教育できる先

生が不足している。企業からの人材派遣、教育、

設備充実のためのトラスト設置を検討したい。

２．大学教育改革

創造的で多様な人材ニーズに大学教育のあり

方を抜本的に見直す必要がある。大学行政の硬

直化が問題であり、弾力的運営、学部横断的な

体制、情報政策学部の新設、研究偏重。教育軽

視の改善、および社会人再教育の体制作りが必

要である。産業革新が急速に進展しているのに

(3)

対し、大学の体制がついて行けない。また、学

生の独創的な資質の向上に今の教育制度に問題

がある。教官の教育資質を重視し、評価制度、

競争原理の導入も必要と思われる。

3．産学協同の推進

体制はあるが内容が不満足であり、大学予算

の不足が重大な欠陥を生んでいると共に、官僚

的手続問題も無視できない。産学の役割の明確

化も必要である。

4．企業内教育

政府の支援必要、省庁間の壁問題。

5．国際化のための人材養成

これらの提言内容の説明に対して、活発な討

議が行われた。以下参加者の意見。

｡大学も同様な問題意識で検討を重ねている。大

学審議会では中間まとめを行い意見を求めてい

る。経団連の提言は政府になんとかしてくれと

いう姿勢だが、今の政府に言っても何ともなら

ない。自らがどうするのかまずやるべきではな

いか。経済界は大学にもっとお金を出すとなぜ

言ってくれないのか。

。人の教育、企業がやってきたという自負心があ

る。



｡企業内教育は限界。企業のニーズはっきり言う

べき。

｡企業は１銭も金を出さないという印象強いが、

ぱっちり出している。政府は企業を性悪説でゑ

ており、常に疑惑の目であり、大らかな所がな

い。自由に物が言えない風潮は問題である。政

府が企業の金出しにくくしている。

｡国立偏重が基本的欠陥、私大重視すべし。

｡女子の重用が今後必要、人材活用の鍵である。

（文責神戸大弘岡）

｢ＵＳ・一JapanTalkonIngelligentRobotics」に関する○penForum

第１５回談話サロン

日時：平成元年９月２８日（木）

１７：００～１８：３０

１８：３０～立食パーティ

場所：ＴｈｅForum

内容 ：

司 会岸則政（日産自動車）

本会議総合チェアマン

中川良一（日産自動車）

Ｄｒ・JohnMcTague（FordMotorCompany）

パネリスト（本会議の各セッショソ日米チェアマソ）

〔Sessionl〕SocioeconomicImpactofRobotics

小川英二（名古屋大学）

Ｄｒ､RajReddy（CamegieMellonUniv.）

〔Session2〕ComparisonofRoboticsApplicatioｎ

Ｍｒ・JosephEngelberger

（TransitionsResearchCorporation）

馬場準一（三菱電機）

〔Session3〕ApproachestoRoboticsR＆Dand

Applications

長谷川幸男（早稲田大学）

Ｍｒ、DonaldVincent

（RoboticlndustriesAssociation）

〔Session4〕OpportunitiesforStrategicAlliance

Mr・BrianCarlisle（AdeptTechnology，Inc.）

中原’恒雄（住友電気工業）

閉会植之原理事

９月２８日午後、ＴｈｅForumにおいて、９月２７日

より開催されている「日米インテリジェントロボ

ティクス」に関する国際会議のオープンフォーラム

が開催された。

まず始めに、本会議の日本側総合チェアマンであ

(4)

本会議の会食時で相互交流を図る参加者‘

中央左中川良一氏（日産）

中央右McTague氏（フォード）

る中川氏より、本会議が開催されるに至った経緯に

ついての説明が行なわれた。日米の技術、学会の意

志疎通を図る事を目的とし、４年半前に米国側から

の提案がきっかけで、日米双方の努力により本会議

に至ったことが紹介された。次に本会議での熱心な

討論の内容と、参加者の紹介が行なわれた。

続いて、米国側の総合チェアマンであるDrJohn

McTague氏より、本会議の意義と、日米のロボティ

クスに関する考え方の相違点が述べられた。その中

で、将来的に日米両国が、具体的テーマの中で相互

利益になり、２大国が協力しあって行ける事が確認

できたことを強調された。

続いて、各セッションの日米双方のチェアマンに

より、発表、討議内容が報告されたが、ここではそ

の主要項目について述べる。

1．「ロボットの社会経済的インパクト」

-1980年代日米の労資協調の差は無くなってき

た。

一この中で、ロボットはよりインテリジェント化

が進み、ＣＩＭに向かっての統合がなされるであ

ろう。

一ロボットは、製造業から、サービス産業の方向

へ展開していくであろう。

”電、
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オープンフォーラムに続いては、立食パーティー

が行われ、日米両国の参加者と、一般参加者の間で

和やかに意見交換がなされた。

このパーティーの中で、工学アカデミーから猪瀬

氏、日本産業用ロボットエ業会から米本専務理事が

挨拶に立たれ、本会の意義と、将来について述べら

れた。

のほうが行いやすい‘

4．「戦略的協力の機会」

一人類、先進国共通の利益となるテーマに取り組

む必要がある。

一技術的、経済的メリットがあり、一国では技術

的、金銭的に不十分であるテーマが良い。

一日本には、国際協力を推進する組織があり、今

後このような組織を活用していく方向で考えて

いる。

一具体的な、日米共同テーマ、参加者が詳細に報

告された。

２１~日米両国のロボット応用の比較」

－東芝、カーネギーメロン大学でのロボット応用

研究内容。

一原子力発電所極限作用ロボットは、経済性より

も、社会的責任において実行している。

一今後は、工業社会から、サービス、パーソナル

ユースのロボットが研究開発される。

一テレイグジスタンス技術は、今後応用分野が広

がる｡

一第四世代ロボット（マイロポット）は、３０年後

に実現される。

一ロボットが好む環境作りが必要となる。

一人間と機械が、共生できるルール作りが必要で

ある。

一ロボットを構成する、キーコンポネートの研究

開発が重要である。

以上のように、日米相互の理解を深め、今後協

力してロボティクスに取り組んで行く事が具体的

テーマを挙げて確認された事が報告された。
琴
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以上のような報告に対して、一般参加者からは、

ロボットの安全に対する考え方、日本における大学

の位置付けに対する意見がで、日米双方のロボティ

クスに関する意見交換がなされ、大変有意義なオー

プンフォーラムであった。

最後に、植之原理事が、今回の会合をスタートに、

今後日米･協力を行なう上でのルール作りを具体的に

進め、日米が手を取りあって世界の技術の発展に力

を尽くしていく必要があることを閉会の言葉とされ

た。

3．「日米両国のロボティクス研究、開発、応用へ

の取り組み」

一日本（通産省）側、アパレル産業用ソーイング

ロボット、極限作業ロボットプロジェクトの紹

介。

一日米のロボット研究に対する取り組みの相違、

特に国、企業、大学の関わり方の差について、

研究資金面を含めて討議。

一日米の国際協力が、全世界の為にも必要である‘

一社会的責任をまっとうするための研究は、日本

一日米先進国のロボティクス研究は、南北問題と

の関わりの中でも考えるべきである。

一経済性については、大きなFMS，ＣＩＭの中でロ

ボットを考えるべきである。

一人と、機械（ロボット）の共生という観点が重

要である。

一日米両国におけるロボットの経済性に関する、

経時的な統計調査を行なう必要がある。

〆 葡
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事長及び福井三郎企画委員長の挨拶の後、“生物学

における複雑性一高等研究に適した研究課題”と題

し、英国MedicalResearchCouncilのSydney

Brenner教授、“哲学、日本及び高等研究の将来に

ついて”と題して米国プリンストンの高等研究所の

MortonWhite教授、“紀元２０００年、それは現象、

世界の高等研究所：国際フォーラム開催

標記の講演会が、財国際高等研究所と東京大学先

端科学技術研究センターの主催、日本工学アカデ

ミー共催により、９月２０日（水）午後大阪のロイヤ

ルホテルで、また９月２２日（金）午後東京の経団連

会館で開かれた。

大阪の講演会では、側国際高等研究所の奥田東理

(5)



別講演が行われた。これに続き、猪瀬博会員の司会

によりMortonWhite教授、PeterWeingart教授

（ピーレフェルト大学学際研究センター所長）、

WolfLepenies教授、MarcelBerger教授（フランス

高等科学研究所所長）によるパネル討論が行われ、

高等研究所の課題と展望、日本の国際高等研究所へ

の期待と助言などが開陳された。（国際委員会）

課題、戦略を異にする世界である，，と題して、西独

のピーレフェルト大学のLudwigStrait教授、“高

等研究所と人類の将来”と題してベルリンの高等研

究所のWolfLepenies所長の講演が行われた。

また東京の講演会では、東京大学先端科学技術研

究センターの柳田博明所長、奥田理事長、福井企画

委員長の挨拶に引き続き、基礎化学研究所の福井謙

一所長による“学術研究の現状と将来'，と題する特

(6)

所 属

東洋ガラス㈱社長

芝浦工大教授

日産自動車㈱常務取締役

東海大学教授

日本特殊陶業㈱顧問

清水建設㈱取締役

酵素工学の新展開を求めて（NewTrendsinEnzymeEngineering）
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1989年９月下旬第１０回酵素工学国際会議が三重

県賢島で開かれた。酵素工学とは酵素、微生物など

の生体触媒、植物・動物細胞などを用いる有用物質

の生産及び産業的利用に関する工学である。そして

有用物質の生産の外にエネルギー関連物質の生成、

環境保全、医療、分析などに利用する工学的基礎と

実際的な技術を取扱う分野であり、バイオテクノロ

ジーの一つの柱になっている。この分野は世界的に

我が国は先導的立場にあり、アミノ酸の生産プロセ

スは世界的に有名なもので、高く評価されている。

このたび上記の会議に出席した第一線で活躍してい

る研究者を選び、本アカデミーと酵素工学研究会の

主催で、東京港区の建築会館で講演会が催された。

参加者は本会員、大学、研究所、企業などのバイ

オ関係研究者で、次のような最新のテーマについて

活発な討論が行われた。テーマは次のとおりである。

酵素の工業生産（アメリカ)、抗生物質の生合成

（アメリカ)、第二世代バイオセンサー（東ドイツ)、

細胞培養のバイオリアクター（オランダ)、生体触

媒のミクロ環境効果（スウェーデン)、酵素による

アミノ酸の生成（フランス)。

これらのテーマはいずれも魅力ある内容で、我が

国における研究開発に対して多大な有用且つ重要な

情報と方法論を提･供したものである。この講演会に

参加した若い研究者に対して大いに刺戟と意欲を与

えたもので、きわめて有意義な催しとなった。バイ

オ関係の科学技術の進歩のテンポはきわめて早いの

で、たえず世界における進展現況の把握と理解は研

究者にとって重要なものである。本アカデミーの主

催によるこのような会合が持たれたことは、相互理

解と国際協力の立場から高く評価されるものである。

（バイオ専門部会鈴木周一）

一肴

（敬称略・順不同）

専門分野

７－(6)、１－(1)

７－(6)、１－(1)、３－(2)

６－(5)

２－(2)

３－(2)

４－(1)

以上６名

新会員紹介 ＝、



4．国際シンポジウム開催について

１０月以降開催されるシンポジウムが報告された。

(7)

理事会だより

ｆ､

た。

第３回理事会は９月１２日（水）弘済会館に於て開

催された。審議内容の概要は次のとおりである。

3．会員選考委員会および将来問題検討委員会から

の報告

アカデミーの運営と事業の活性化などに関する検

討状況の報告があり、企画委員会の設置が提案され

1．平成元年度臨時総会について

１０月１２日（木）大阪に於て開催される臨時総会に

提案する会則の改訂、理事の選任等について審議提

案事項を承認した。（臨時総会の記事参照)。

また、日時、場所、総会次第を確認した。

お知らせ

(注）詳細は別途ご案内申し上げます。

平成２年年賀詞交歓会

平成２年の新春は、下記により賀詞交歓会を

開催いたしますので、御出席のほど御案内申し

上げます。

記

日時：平成２年１月１７日（水）

１２：００～１３：３０

場所：虎ノ門パストラル（農林年金会館）

東京都港区虎ノ門４－１－ｌ

ＴＥＬＯ３(432)7261(代）

2．新会員の推薦について

会員選考委員会から６名の推薦があり了承した‘

(新会員紹介の項参照)。

需
腿
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(8)

1989年１０月
日本工学アカデミー会員選考委員会日本工学アカデミー会員推薦マニュアル

平均年齢＝67歳

１
９

３
０

６９

日本工学アカデミーＥＡ会員の増加について

会員の資質

会則に該当する方。

〔会則3.6）（抄)〕

1）正会員は次の事項の少なくとも一つに該当

する日本国籍を有する候補者の中から、選考

委員会の審査を経て、理事会で選ばれる。

（a）工学の研究及びその成果の実用化に関

し、顕著な貢献をした者。

なお、工学の承でなく、境界領域の学問

分野はもとより、関連ある社会科学・人文

科学の分野をも含む。

（b）新しい技術分野における先駆的研究開発

に顕著な成果をあげた者。

（c）産業界において、先駆的又は極めて困難

な事業を遂行するに当たって、大きな成果

をあげた指導的立場の者。

（d）工学教育の分野において注目すべき貢献

をした者。

日本工学アカデミーの事業に･協力いただける

方。

地位（肩書など）に対してではなく、その人

に対して会員にお願いするもので、その地位を

去られても会員であることを継続される方。

1.2会員数の目標

（１）短期的に：２年以内に約150名を増加

したい。このとき、次の１．３に重点を置くのが

適当であろう。

（２）長期的に：約10年後に合計1,000名程度

とする。したがって、年間に60～70名の増加と

なる。

1.

1.1

（１）

1.3当面の会員増加の重点

（１）会員年齢別分布：図１参照

現在の平均年齢は図１に示すように約６７才

である。日本工学アカデミーを活性化するため

にこれを当面63歳に下げたい。これを実現する

ためには、今後の新会員は原則として50歳程度

以上の、なるべく若い方に重点を置き、６０歳を

中心として推薦することが望ましいと考えられ

る。

（２）地域別分布：表ｌ参照。関東が異常に突出

しており、近畿が少ないことは明白である。当

面は関東以外に重点を置くことが必要であろう。

ー、

(2)

(3)
表ｌ会員の地域別分布および学界・企業の比率

１
９
２
５
側

地域全会員に対する比率実数

１
９
２
０
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北海道

東北
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中国・四国
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図１会員年齢別分布
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(3)専門別分布および学会・企業関係会員の比

率：表２参照。専門別会員数は地域別ほどの

顕著な偏りはないとしてよかろう。また､学会・

企業会員の比率は専門によってはかなり異なる

が、今後の会員推薦の際に参考願いたい。
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７ ６．Ｃ

分類

番号
門

する比率金蝋対雲駿欝欝会専

2６５８

合計４３％＊２

機械

電気・電子・情報

化学・材料

建設‘環境*’

金属・資源

造船・航空宇宙。応用

物理・原子力その他

関連分野

１
１
１
０
４
４

可
１
１
《
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】
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６２名

1２８

６６

４５

５３

５３

１４．３％

2９．６

１５．２

１０．４

１２．２

１２．２
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５
０
３
１
４

２
５
３
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表２会員の専門別分布および学界・企業会員の比率*３

事前にその承諾を得ておき、その推薦者の

氏名を記入願う。

2）事務局は送付された推薦害を直ちに複写し、

指定された推薦者に並行して送付し捺印を頂

く。以上の推薦害を事務局は合成して委員会

に提出する。

3）または、推薦代表者が必要事項を記入した

推薦害を、他の推薦者に並行して捺印を求め、

各自がそれを事務局へ送付するようにしても

よい。事務局は２）と同様に処理する。

4）備考：(1)会員候補者には入会の内諾を得

ておくことが望ましい。

（２）必要な場合には会員選考委員会

委員にご連絡願いたい。

(9)

＊１：その後増加している。＊２：分野の記入の無い会員があるた

め、会員数の合計は一致しない。＊３：学界は現職に拘らず名誉教

授を含む。企業関係は官公庁を含む。

Ｆ羽

侭

『、

2．日本工学アカデミー会員推薦の手続き

2.1会員推薦の手順

新会員は、現会員からの推薦書に基づき、会員選

考委員会の議を経て、理事会で承認される。現在、

会員選考委員会は、第７分野を除いて、各分野毎に

５～７名の委員から構成され、約３カ月置きに年４

回開催されている。

2.2推薦害の取り扱いについて

新会員推薦には５名以上の現会員の推薦が必要で

あるので、推薦者が５名以上の捺印を取りまとめて

提出願うのが原則であるが、以下の便宜も図ってい

る。

ｌ）推薦代表者は推薦書（事務局に請求願いた

い）に必要事項を記入、捺印のうえ事務局へ

送付する。

（a）手近に印の取れる場合はなるべく捺印を

して頂く。

（b）推薦代表者は他に推薦者４名以上を選び、

備考：このマニュアルは会員選考委員会および理

事会で了承された要項に基づいて作成された

ものである。



各地域での談話サロンなどの開催について
1989年１０月
日本工学アカデミー会員選考委員会

1．趣旨

各地域ごとに日本工学アカデミーの事業を行う第

１段階として、各地域の全員が自主的に談話サロン、

講演会、フォーラムなどを行うことを推進し、これ

に伴う経費、事務などについての概要を定め、直に

活動に入ることを目的とする。

各地域の理事が中心となって進めて頂くよう期待

する。なお、各地域毎に事情も異なるであろうから、

柔軟に実施願いたい。また、ご意見があれば、会員

選考委員会までご連絡いただきたい。

2．事業

１）談話サロン、講演会、フォーラムなど、任

意。まず、談話サロンから始めるのがよい

のではないか。

（a）規模の大小は不問。参加者が少なくて

もよい。

（b）話題は任意。地域へ即したものでよい‘

（c）回数。無限定。

3． 談話サロン

l）会場費、アルバイト、業務委託費、車代、

軽食費は事務局持ちとする。その他の経費が

あれば、それも同様である。

2）講演者

（a）特に無くてもよい。

（b）謝金：会員は無料◎非会員は３万円程

度。

（c）旅費：実費。

（d）要望があれば、講演者を事務局で斡旋す

る。

3）軽食費2,000円程度でまかなっていた

(10）

だきたい。

4）支払方法事務局にお打ち合わせ願いたい‘

立替金は事務局から支払う。また、前渡金

も可能である。

5）広報関係

（a）全国に広報するときは、事務局で行なう｡

（b）地域のみに広報するときは、次のいずれ

でもよい。

・名簿があれば事務局でおこなう。

・地域ごとに行う。

6）日程など

原則として、日程は任意。調整しない。全

国的に広報するときは、４０日前に事務局へ連

絡のこと。

7）公開その他

談話サロンは会員のみが原則であるが、事

情によって半公開または公開でもよい。

8）「談話サロン」の名称が出張手続きなどに

ふさわしくないとの意見があり、「講演会一

談話サロン」としている。

4．その他の事業

盛んに行われることを希望する。計画があれば事

務局へ連絡されたい。経費は原則として、全て事務

局が支払うものとする。

'桑胃、

鎖震宝議



数学や理論物理と違い、科学は蓄積の学問であり、

多岐に渉ってはいるが集成されてはじめて成り立つ

学問体系である。若き天才も必要で結構なことであ

るが、知識の蓄積をもって年期のはいった、学者や

研究者の学問分野での貢献のほうがはるかに大きい

ように考えられる。他の学問の分野では、さらにこ

れが顕著である。建築、土木、電気、機械の承なら

ず、実験考古学や固体物理を研究する何人かの第一

線の研究をされてきた友人からも同じような意見を

聞かされてきた。

ところが、大学や企業での研究生活には定年制度

があり、貢献度や才能の軽重を無視して、定年にな

るとすべての研究活動が停止されてしまうのが現状

である。しかも学問的知識、研究活動の貢献度が

ピークに達したところで活動がストップされること

が多い。これは国家的に大きな損失である。

アメリカには、このことにたいして、たとえばプ

リンストンの高等科学研究所や著名な大学では、研

究の貢献度の高い科学者にはリサーチプロフェッ

サーとしての地位があたえられ、定年後も幾人もの

学者が、教職から離れてもポストドクの数人を相手

にすぐれた研究を続けている。

一方、わが国では、定年後、運のよい人は私立大

学で若干年、席をおいて主として教育を続けている

が、活性が低く、研究活動を進めて行くのは非常に

困難な状態にある。そのことは私をふくめ、多くの

方が身をもって体験されていることであり、国際的

な科学技術、人物交流を進めるうえにも大きな障害

となっている。

このようなことから、国家的な科学技術の振興を

考えるとき、貢献度の大きい科学者、技術者が研究

活動を続けて行ける機関の設立を、産官学で真剣に

考えるべきときであると確信する。

おおあえ

大饗茂（岡山理科ﾌk学名誉教授）会員の声“もっと定年後の人材を活用しよう”

、
ｌＦ

ｋ

牌

(11）

そのために次のような活動をする機関の設置を提

言したい

(1)研究の継続と発展

(2)学会、討論会、大学での講義などにたいする

講師の派遣

(3)講演会への講師の派遣

(4)大学研究室、企業研究所の研究遂行にたいす

る協力、助言

博士論文、国外、国内発表論文作成にたいする

助言

特許研究にたいする助言

(5)若手研究者の育成

研究所設置における助言、などをする

そのために次のような補助活動が必要と考える。

(6)適当な研究機関の紹介

(7)ＣＡＳなどを利用した情報の収集と提供

(8)論文、著作の出版にたいする便宜の供与

(9)Review誌などの出版事業、など

以上

平成元年１０月１２日
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東口

編集後記

実りの秋と云われているが、９月から11月に

かけて学会やシンポジウム等々学界の行事は目

白押しのスケジュールである。

本会も１０月１２日の大阪における臨時総会を

はじめ、主催したり、関係するシンポジウムが

軒並承に開催された。

文化の日１１月３日には、向坊会長始め多くの

会員の方々が叙勲あるいは受章された、まこと

にお目出度く心からお祝い申し上げるとともに、

ますますお元気でご指導下さることをお願いす

る次第である。

本年は本号をもってニュースの最終版となる

が、それにしても今年を振り返って、・何んと

色々な問題あるいは事件の多かった年ではない

だろうか。

１月始めの昭和天皇の崩御、消費税、リク

ルート事件、参院選挙、等々、また、海外では

ペレストロイカ、天安門事件、東独の民族移動、

ベトナム難民等々、そして我々として見逃すこ

との出来ない、日米貿易不均衡、日米科学技術

協定、半導体協定、そして公害問題、地球の温

暖化の問題等枚挙に暇なしである。

来年はどうなるか全て関心のある事である。

何れにいたしましても皆様ご健康にて新年を

迎えられることをお祈り申し上げます。

来年はより充実したニュースをお配りしたい

と思っております。（編集子）
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日本工学アカデミー

〒１４０品川区大井１－４９－１５住友生命大井町ビル８階
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（ＪＲ大井町駅南口、東急大井町駅下車……２，３分。
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